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１．概要（Summary） 
乳化物の構造解析について、豊田工業大学 田代孝

二 特任教授に技術相談を行った。その結果、X 線散乱

(小角、広角)法を用いた構造解析が有効ではないかとの

アドバイスを受け、分析を行うことにした。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

多目的 X 線回折装置 

 

【実験方法】 
上記装置等を使用し、乳化物の小角 X 線散乱(SAXS)

及び広角 X 線回折測定(WAXS)を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

乳化物の小角X線散乱及び広角X線回折測定を行っ

た結果(Fig. 1 及び Fig. 2 )、乳化物はラメラ構造を形成

していると推測された。また、WAXS データからは、ラメラ

相を形成する疎水性部位のアルキル鎖が六方晶状に配

列していると推察された。  
 

４．その他・特記事項（Others） 
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Fig. 1 Small-angle X-ray scattering. 

Fig. 2 Wide-angle X-ray scattering. 
 

 

 

 

 


